
 

 

 

 

 

 

 

 

           

【2017年の家計簿活動について】 
1972年神奈川県生協連の「家計簿委員会」としてスタートした組合員による家計簿の取り組みは、現在まで家計簿 

モニターとして活動を継続してきました。しかしながら、家計簿のまとめを紙で提出する方法については、2016 年で終

了し、日本生協連の「家計ドットこ～ぷ（インターネットによる家計簿モニター提出）」についても、2018 年以降は日本生

協連が主体となり、あらたな仕組みでスタートする予定です。 

現行のスタイルで取り組む 2017年も 3県で 391名（※）の組合員がモニター登録を継続して取り組みをスタートし 

ます。 

家計簿活動には大きく 2つの役割があり、一つは消費者の家計動向を把握し、歴史的背景や、世の中の経済の動 

きと照らし合わせながら、家計状況の推移などを把握する「生計費調査」の役割、もう一つは組合員の暮らしをより良

いものにしていくための家計管理の方法を、組合員から組合員へ伝え、広げていく役割があり、今回、日本生協連の 

取り組みが一旦終了するにあたり、一つ目の役割については、これまで組合員が長年築いて来た「家計簿の取り組

み」の機能や役割とあわせてもう一度考え、今後の活動について検討をすすめる必要があるります。 

その中で、2016年 8月 22日から組合員のサービスの一環としてスタートした家計簿アプリ「ユーコープ myアプリ」 

の活用も含め、今後の継続の可能性を検証しながら、2018年以降の家計簿活動の方向性を提案していきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

      【2017年家計簿モニターを継続する方】    

 

 

 

 

 

 

 

※紙提出者の方については、モニター制度は終了しましが、家計簿活動の継続を願って、希望者名の 104名の 

方々へ「生協の家計簿」を送らせていただきました。 

            ※紙→Web版に移行して継続していただいたモニターの方への説明会については、別途ご案内しています。 

 

         【ユーコープｍｙアプリの登録について】 

    

 Web継続者 紙→Web変更者 合計 

かながわ在住者 311 30 341名 

しずおか在住者 45  45名 

やまなし在住者 5 1 6名 

       合計 361 31 392名 

2016年 
発行日 2016年 11月 15日 

11月号 


